
       
�
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す 
� 
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
�

100

　

本
年
、
政
府
の
地
震
調
査

委
員
会
で
、
琵
琶
湖
西
岸
断

層
に
関
す
る
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
断
層
が
活
動
し

た
場
合
、
本
市
で
も
震
度
６

程
度
の
地
震
が
起
こ
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

既
に
、
本
市
で
震
度
６
以

上
が
予
想
さ
れ
る
活
断
層
と

し
て
、
黄
檗
断
層
・
西
山
断

層
・
花
折
断
層
・
宇
治
川
断

層
が
あ
り
、
更
に
、
一
つ
増

え
ま
し
た
。

　
「
い
つ
活
動
す
る
の
か
？
」

は
、
現
在
の
科
学
で
は
正
確

に
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
新
し
い
断
層
の
発

9
月　

日　

に
槇
島
中
学
校
・
槇
島
公
園
で
防
災
訓
練

１１

（土）

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
約　

年
が
た
ち
ま
す
。
こ
の
震
災
で
は
、

１０

大
地
震
の
恐
ろ
し
さ
と
地
域
の
人
々
が
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
が
、
時
と
と
も
に
そ
の
意
識
が
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
を

守
る
た
め
、
家
庭
で
の
備
え
を
見
直
す
と
と
も
に
、
地
域
で
の
自
主
的

な
防
災
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
９
月　

日
�
に
槇

１１

島
中
学
校
と
槇
島
公
園
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
参
観
は
自
由
で
す
。

　

□問
 

防
災
対
策
課

見
は
、
日
本
各
地
で
調
査
・

研
究
に
よ
り
、
次
々
と
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
日
本
が
「
地
震
列
島
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
い
つ

私
た
ち
の
ま
わ
り
で
地
震
が

起
こ
る
の
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

大
地
震
が
起
き
た
と
き
に

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
自
分

自
身
や
周
り
の
人
々
の「
命
」

を
守
る
た
め
に「
あ
わ
て
ず
」

「
冷
静
に
」
状
況
を
把
握
し
、

対
応
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
訓
練
を
す
る
こ
と

は
、
大
変
有
効
で
す
。

　　　

今
年
度
の
防
災
訓
練
は
、

９
月　

日
�
、
午
前
９
時
か

１１

ら　

時
半
ま
で
、
槇
島
中
学

１１
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会

場
に
、
槇
島
公
園
を
分
散
会

場
と
し
て
行
い
ま
す
（
大
雨

等
の
荒
天
の
場
合
に
は
中
止

し
ま
す
）。

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に
皆

さ
ん
を
守
る
大
き
な
力
と
な

る
の
は
、
各
家
庭
で
の
日
頃

か
ら
の
十
分
な
備
え
と
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
互
い

の
助
け
合
い
で
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
時
に
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
倒

れ
た
家
屋
な
ど
の
下
か
ら
、

多
く
の
人
々
が
救
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
震
災
発

生
を
想
定
し
、
地
域
で
協
力

し
て
取
り
組
む
た
め
の
初
期

消
火
や
救
出
、
緊
急
救
命
訓

練
な
ど
の
具
体
的
な
方
法
に

つ
い
て
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
実
際
に
体
験
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
防
災
意
識
と
災

害
対
応
力
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
槇
島
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ

災害に強い人・まち・地域づくり
地地震震・・災災害害にに備備ええてて

▲▲

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
訓
練
を

　
　
（
昨
年
の
防
災
訓
練
の
様
子
）

み
ん
な
で
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

午後 6 時～　
　　（15分間）

8 月 28 日（土）

ＫＢＳ京都
　ＵＨＦ34ｃｈ

 平和の鐘- 祈り-
    ～語り継ごう、平和の尊さ
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市　の　人　口
（平成１６年８月１日現在）

世帯数　  ７３,２１９世帯　
人　口　１９１,１５５人    
　　男　  ９３,５３６人
　　女　  ９７,６１９人

（前月比　４世帯増）
（前月比　５８人減）

タ
ー
や
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
・
自

衛
隊
に
よ
る
救
出
訓
練
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
炊
き
出
し
訓
練
、
起
震

車
や
煙
中
ハ
ウ
ス
に
よ
る
模

擬
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
関

係
機
関
に
よ
る
各
種
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
槇
島
公
園
で
は
、

給
水
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
参
観
は
自
由
で

す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
駐
車
場（
北
槇
島
小
学
校
）

は
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
会

場
へ
は
実
際
の
避
難
を
想
定

し
て
、
な
る
べ
く
徒
歩
で
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
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夏川りみ コンサートツアー2 0 0 4

 □問 文化センター（� 39-9333） 

文化センター 大ホール

9月30日（木）
午後7時開演（午後6時半開場）

文化センター、西小倉・東宇治コミュニティセンター、アル・プラザ宇
治東、KBS京都プレイガイド、電子チケットぴあ（Ｐコード170-
030）、ローソンチケット（Ｌコード52640）

∞ un   ＲＩＭＩ ted ∞
アン  り   み テッド

全席指定5000円（当日5500円）

チケットは下記プレイガイドで発売中

   
特
別
週
間

　
  
8
月　

日　

〜
9
月
5
日　

31

（火）

（日）

 
宇
治
青
少
年
こ
こ
ろ
の
電
話

宇
治
青
少
年
こ
こ
ろ
の
電
話   

           
午
前
9
時
〜
午
後
8
時

                     
�　

・
０
８
０
０

２４

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う

　
    
あ
な
た
の
「
気
も
ち
」
を
大
切
に
し
ま
す     　
ひみつは守ります
名前もいりません

 
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
宇
治

�貴重品�現金・権利証書・預貯金通  
    帳・免許証・健康保険証など
�衣類�下着・上着やタオルなど
�応急医薬品�ばんそうこう・傷薬・包 
    帯・胃腸薬・鎮痛剤など
�ラジオ�予備の電池を多めに用意
�非常食品�カンパン・缶詰などの火 
    を通さなくても食べられるもの、ミネ
　ラルウオーターなど
�照明器具�懐中電灯
　・ろうそく・マッチ・
　ライターなど
�その他�常備薬・
　生理用品・カイロなど。赤ちゃんがい
　る場合は粉ミルクや紙おむつも必要

�非常持ち出し品の準備を�
一次持ち出し品（避難するときにまず持ち出すもの）

�

災
害
に
対
す
る
心
構
え
�

　

非
常
持
ち
出
し
品
、
3
日
分
の
水
な
ど
の
生
活

（1）
　

物
資
を
ま
と
め
て
お
く
。
家
具
に
は
突
っ
張
り

　

棒
な
ど
で
転
倒
防
止
を
す
る
。

　

地
震
に
対
す
る
知
識
と
、
防
災
に
対
す
る
意
識

（2）
　

を
持
ち
、
実
践
に
生
か
す
力
を
身
に
着
け
る
。

　

近
所
の
人
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に
す
る
。

（3）
　

家
族
の
避
難
場
所
や
集
合
場
所
の
確
認
、
避
難

（4）
　

経
路
の
確
認
を
す
る
。

　

緊
急
時
の
連
絡
先
を
決
め
て
お
く
（
他
府
県
の

（5）
　

親
類
な
ど
）。

平 常 時
　

ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
。
最
初
の
揺
れ

（1）
　

で
す
ば
や
く
頭
を
守
る
。

　

す
ば
や
く
、
落
ち
着
い
て
火
の
始
末
を
す
る
。 

（2）
　

火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火
器
な
ど
で
消
す
。

　

戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保
す
る
。
外
へ
逃
げ
る

（3）
　

と
き
は
あ
わ
て
ず
に
。
避
難
は
徒
歩
で
。
お
年

　

寄
り
、
体
の
不
自
由
な
人
に
声
を
か
け
、
協
力

　

し
て
助
け
合
う
こ
と
も
大
切
。
狭
い
路
地
や
へ

　

い
に
は
近
付
か
な
い
。
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に

　

注
意
す
る
。

　

協
力
し
合
っ
て
け
が
人
の
救
護
・
応
急
手
当
て

（4）
　

を
す
る
。

　

正
し
い
情
報
を
聞
く
（
Ｆ
Ｍ
う
じ
＝
8
8
・
8

（5）
　
 
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
な
ど
）。

災 害 時

- 災害時の避難は冷静に・安全な服装で-
� ��������������������
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第１３９５号  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００４年（平成１６年）　８月２１日発行（２）

    
市
で
は
、
毎
年　

月　

日

１１

２３

�
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
技

能
功
労
者
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
長
く
一
つ
の

職
業
に
従
事
し
、
優
れ
た
技

能
を
磨
い
て
こ
ら
れ
た
人
の

功
労
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

技
能
水
準
の
一
層
の
向
上
と

技
能
尊
重
の
機
運
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
…
�
建
築
・
土
木
・

電
気
工
事
な
ど　

�
各
種
の

製
品
製
造
・
加
工
・
組
み
立

て
・
修
理
な
ど　

�
理
容
・

美
容
・
調
理
・
あ
ん
ま
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
技
能
的
職

種
に
就
き
、
次
の
す
べ
て
を

満
た
す
人　

①
市
内
に
継
続

し
て
５
年
以
上
住
所
が
あ
る

　

②
技
能
者
と
し
て
市
内
の

小
規
模
の
事
業
所
に
５
年
以

上
従
事
し
、
経
験
年
数　

年
３０

以
上
で
、
平
成　

年　

月　

１６

１１

２３

日
現
在
で
満　

歳
以
上　

③

６０

極
め
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
、

他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る　

④
引
き
続
き
そ
の
職
種
に
従

事
し
、
指
導
的
立
場
に
あ
る

◆
候
補
者
を
推
薦
で
き
る
人

…
技
能
者
が
所
属
す
る
産
業

団
体
の
長
か
、
勤
務
す
る
事

業
所
の
事
業
主

◆
推
薦
の
受
け
付
け
…
９
月

　

日
�
ま
で
に
、
商
工
観
光

１０課
へ
。

宇治市交通災害共済・火災共済

た
物
置
・
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
の

付
属
物
の
火
災　

③
マ
ン
シ

ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
の
廊
下
・

階
段
な
ど
、
共
用
部
分
の
火

災　

④
会
員
及
び
そ
の
世
帯

員
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過

失
に
よ
る
火
災　

⑤
地
震
そ

の
ほ
か
の
天
災
地
変
（
落
雷

は
除
く
）
に
よ
る
火
災　

⑥

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

火
災

　

左
上
表
２
の
と
お
り
、
災

害
の
程
度
（
消
防
署
の
基
準

に
よ
り
等
級
を
認
定
）
に
応

じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
請
求

で
き
る
期
間
は
、
火
災
が
発

生
し 
た
日 
か 
ら 
１
年
以
内
で

す
。

れ
る
も
の
が
対
象
で
す
。
被

害
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
消
防
署
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　

①
門
・
へ
い
・
垣
な
ど
の

工
作
物
の
火
災　

②
独
立
し

　

本
市
に
、
世
帯
主
と
し
て

住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人
で
、
登
録
を
し

て
い
る
住
所
に
あ
る
家
屋

（
持
家
・
借
家
を
問
わ
ず
）

で
す
。

　

世
帯
員
数
に
関
係
な
く
、

１
世
帯
年
額
５
０
０
円
（
１

口
）
で
、
２
口
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、　

月
１
日
以
降
に

１２

加
入
し
た
場
合
は
、
受
付
日

の
翌
日
か
ら　

年　

月　

日

１７

１１

３０

ま
で
が
共
済
期
間
と
な
り
、

月
割
計
算
し
ま
す
。

　

会
員
が
現
に
居
住
し
て
い

る
建
物
の
火
災
で
、
消
防
署

が
被
害
を
確
認
し
て
「
り
災

証
明
書
」
の
発
行
を
受
け
ら

　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
人

で
す
。
加
入
後
に
市
外
へ
転

出
し
た
場
合
で
も
、
共
済
期

間
内
で
あ
れ
ば
、
事
故
日
か

ら
１
年
以
内
は
見
舞
金
を
請

求
で
き
ま
す
。

　

１
人
年
額
５
０
０
円
で
す
。

た
だ
し
、　

月
１
日
以
降
に

１２

加
入
し
た
場
合
は
、
受
付
日

の
翌
日
か
ら　

年　

月　

日

１７

１１

３０

ま
で
が
共
済
期
間
と
な
り
、

月
割
計
算
を
し
ま
す
。

　

車
両
（
車
・
バ
イ
ク
・
自

転
車
）
ま
た
は
身
体
障
害
者

用
の
車
い
す
に
よ
る
事
故
で
、

加
入
者
が
け
が
を
し
た
場
合

（
人
身
事
故
）
が
対
象
で
す
。

事
故
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
ぐ
に
警
察
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。

　

見
舞
金
の
請
求
手
続
き
に

は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

①
会
員
証
兼
領
収
書　

②
見

舞
金
請
求
書
（
市
の
様
式
）

③
交
通
事
故
証
明
書
（
人
身

事
故
扱
い
で
、
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
が
発
行
）
④

診
断
書
（
市
の
様
式
で
、
事

故
日
か
ら　

日
以
内
に
受
診

１０

が
必
要
）。
申
請
に
必
要
な

書
類
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
見
舞
金
を
請
求
で

き
る
期
間
は
、
事
故
日
か
ら

１
年
以
内
で
す
。

　

左
表
１
の
と
お
り
、
災
害

の
程
度
（
入
院
・
通
院
日
数
）

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

通
院
期
間
は
、
治
療
の
初
日

か
ら
治
癒
の
日
ま
で
の
期
間

で
す
。
た
だ
し
、
治
療
を　
１４

日
以
上
中
断
し
た
場
合
は
、

そ
の
期
間
を
除
き
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
は
警
察
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
が
、
自

転
車
に
よ
る
単
独
自
損
事
故

に
限
り
、
事
故
証
明
書
の
提

出
が
な
く
て
も
受
け
付
け
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
同
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

999999999999999999999999999999999
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交
通
事
故
や
火
災
は
、
思
わ
ぬ
と
き
に
起
こ
り

ま
す
。
万
一
の
災
害
に
備
え
、
助
け
合
い
に
よ
り

負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、
市
で
は
交
通
災
害
共

済
と
火
災
共
済
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
災
害
の
際
に
、
わ
ず
か
な
会
費
で
見
舞
金
を

受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

□問
 

交
通
対
策
課

共済期間 :平成16年12月1日～平成17年11月30日

表1　交通災害共済見舞金の等級表
見舞金額
（単位：万円）災害の程度等

級

150死亡した場合1

20180 日以上入院

入
院
の
場
合

2

13150 日以上 180 日未満の入院3

11120 日以上 150 日未満の入院4

990 日以上 120 日未満の入院5

760 日以上 90日未満の入院6

630 日以上 60日未満の入院7

530 日未満の入院8

460 日以上の通院
通
院
の
場
合

9

330 日以上 60日未満の通院10

27 日以上 30日未満の通院11

1.57 日未満の通院12

表 2　火災共済見舞金の等級表
見舞金額
（単位：万円）災害の程度等

級
2口1口

15075対象建物及び家財の 70％以上が
焼失・損壊した場合1

7035対象建物及び家財の 20％以上 70％
未満が焼失・損壊した場合2

2010対象建物及び家財の 10％以上 20％
未満が焼失・損壊した場合3

63対象建物及び家財の 10％未満が
焼失・損壊した場合4

31.5軽微な水損（焼失なし）及び家財のみ
焼失した場合5

交
通
災
害
共
済
制
度
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共
済
制
度
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加
入
で
き
る
人

会
費

対
象
と
な
る
事
故

見
舞
金
の
請
求

見
舞
金
額

自
転
車
の
自
損
事

故
で
事
故
証
明
書

が
な
い
と
き

加
入
で
き
る
人
・
家
屋

会
費

万一に備えましょう

加入しませんか

技能功労者の推 薦
受け付 けます

□問 商工観光課

□問 保健推進課

知っていますか
予 防 接 種 ○7 Ｂ

Ｃ
Ｇ

    
結
核
は
結
核
菌
に
よ
っ

て
起
こ
る
慢
性
の
感
染
症

で
、
一
般
的
に
は
肺
に
起

こ
る
肺
結
核
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
以
前
に
比
べ
て

日
本
で
は
ず
い
ぶ
ん
減
っ

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で

も
毎
年
約
４
万
人
の
患
者

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に
抵
抗
力
の
な
い
乳
幼
児

が
感
染
す
る
と
、
全
身
性

の
結
核
や
結
核
性
髄
膜
炎

な
ど
に
な
っ
た
り
、
重
い

後
遺
症
を
残
し
た
り
し
ま

す
。

   
過
去
に
結
核
に
か
か
っ

た
か
ど
う
か
は
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
で
検
査
を
し
、

か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
場

合
は
、
結
核
菌
を
弱
め
た

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
を
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
肺
結
核
は　

％
、
結

５０

核
性
髄
膜
炎
は　

％
が
予

８０

防
で
き
ま
す
。

�
接
種
の
時
期
�

　

結
核
予
防
法
に
定
め
ら

れ
た
定
期
の
予
防
接
種
は

４
歳
ま
で
に
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期（
０
歳
の

う
ち
に
）に
接
種
す
る
の
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
副
反
応
�

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
牛
型
結
核
菌

を
弱
め
た
生
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
接
種
を
し
た
側
の
わ

き
下
の
リ
ン
パ
節
が
ま
れ

に
腫
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
通
常
放
置
し
て
様
子

を
み
て
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

念
の
た
め
か
か
り
つ
け
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�
受
け
方
�

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
集

団
で
行
っ
て
い
ま
す
。
場

所
は
う
じ
安
心
館
で
す
。

日
時
は
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
予

約
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、

受
付
時
間
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
を
行
い　

時
間
後
に
反

４８

応
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を

判
定
し
ま
す
。
赤
く
な
っ

た
部
分
の
長
さ
が
９
�
以

下
の
場
合
を
陰
性
と
い
い

Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
火
災

対
象
と
な
ら
な
い

火
災見

舞
金
額
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① 町内会・自治会を通じて加入する場合は、各々の日程により  加
　入申込用紙が配布されます。
②市内の銀行・信用金庫などの金融機関（郵便局は除く）窓口にも
　加入申込用紙を置いています（９月１日�～）。
③交通対策課でも受け付けています（９月１日�～）。
       ＜会費＞◎交通災害共済＝１人年額５００円（個人加入）
　                 ◎火災共済＝１世帯年額５００円（１口）で、２口まで
       ＜共済期間＞平成１６年１２月１日～平成１７年１１月３０日

交通災害・火災共済加入申込方法

見
舞
金
額



ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
提
言
な

ど
に
つ
い
て
は
、
近
畿
地
方

整
備
局
淀
川
河
川
事
務
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

yodogaw
a.kkr.m

lit.go.j
p/m
eeting/sakutei/sakut

ei_index.htm
l

で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　

冊
子
を
希
望
の
場
合
は
、

「
資
料
希
望
」・
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

書
き
、
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
淀
川
水
系
流

域
委
員
会
（
�　

・
６
２
２

０６

っ
て
、
住
民
の
意
見
も
伺
っ

て
「
提
言
」
を
ま
と
め
ま
す
。

　

②
河
川
管
理
者
は
、
①
の

提
言
を
も
と
に
、
計
画
の
元

を
作
り
ま
す
。

　

③
住
民
や
自
治
体
は
、
計

画
の
元
を
見
て
、
意
見
を
出

し
合
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
②
と
③
を
何
度
も

繰
り
返
し
て
「
淀
川
水
系
河

川
整
備
計
画
」
が
で
き
上
が

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
幅
広
い
ご
意
見
を
お
聞
き

し
、
こ
の
計
画
が
地
域
に
合

っ
た
よ
り
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
、
市
で
意
見
書
を
取
り

ま
と
め
て
、
河
川
管
理
者
に

提
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
意
見
の
提
出

　
　

月　

日
�
ま
で
に
、
は

１０

３１

が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
市
河
川
課
（
〒
６
１

１
�
８
５
０
１
住
所
省
略
可
、

�　

・
０
４
１
０
、
メ
ー
ル

２１
ア
ド
レ
スkasenka@

city.
uji.kyoto.jp

）
へ
。

◆
資
料
の
閲
覧
・
請
求

　

基
礎
案
（
計
画
の
元
）
の

　
「
淀
川
水
系
河
川
整
備
計

画
」
は
、
今
後　

〜　

年
間

２０

３０

に
、
川
を
ど
う
整
備
す
る
か

を
示
す
計
画
で
す
。

◆
計
画
は
完
成 
間
近 
で
す

ま　

ぢ
か

　

左
図
に
示
す
と
お
り
、
今

年
５
月
に
、
河
川
管
理
者
の

「
近
畿
地
方
整
備
局
（
国
）」

か
ら
、
計
画
の
元
に
な
る

「
基
礎
案
」
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
次
の
よ
う
な
手
順
を

踏
み
、
ま
も
な
く
計
画
が
ま

と
ま
る
段
階
に
き
て
い
ま
す
。

◆
計
画
が
で
き
る
ま
で

　

①
ま
ず
、
専
門
家
会
議

（
流
域
委
員
会
）
で
話
し
合

ここここここここここここここここここここれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののの宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川をををををををををををををををををををを考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええええええててててててててててててててててててててこれからの宇治川を考えて
皆さんのご意見をお寄せください

～安全でうるおいのある宇治川の川づくり～
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肺
が
ん
で
は
４
・
５
倍
、

 
喉
頭 
が
ん
で
は
約　

倍

い
ん
と
う

３０

の
確
率
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

�
疾
患
の
一
因
に
も
…
が

ん
以
外
に
も
、
虚
血
性
心

疾
患
や
脳
血
管
疾
患
の
ほ

か
、
多
く
の
疾
患
に
か
か

る
一
因
に
な
り
ま
す
。

�
女
性
の
喫
煙
に
つ
い
て

…
流
・
早
産
や
低
体
重
児

が
生
ま
れ
る
一
因
に
も
な

り
ま
す
。
市
内
の
成
人
女

性
に
占
め
る
喫
煙
者
の
割

合
は
、
府
内
の
平
均
よ
り

も
高
い
状
況
で
す
。

�
未
成
年
の
喫
煙
に
つ
い
て

…
未
成
年
者
の
喫
煙
も
、

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
ほ

　

今
回
は
、
健
康
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
す
、
喫
煙

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

�
が
ん
に
か
か
る
確
率
…

喫
煙
者
が
「
が
ん
」
に
か

か
る
確
率
は
、
非
喫
煙
者

と
比
べ
て
非
常
に
高
く
、

が
ん
全
体
で
１
・　

倍
、

６５

か
、
体
の
成
長
や
健
康
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

�
受
動
喫
煙
に
つ
い
て
…

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸

い
込
む
こ
と
も
、
健
康
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
約
４

千
種
の
化
学
物
質
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
う
ち
２
０

０
種
が
有
害
物
質
、
更
に

そ
の
う
ち
の　

種
以
上
は

４０

発
が
ん
性
物
質
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
特

に
有
害
と
さ
れ
る
の
が
、

次
の
３
つ
で
す
。

ち
ゃ

う
ー
茶
ん

      
メ
モ
�

□問
 

保
健
推
進
課

健康づくり
シンボルマーク

【
ニ
コ
チ
ン
】
末
梢
血
管

を
収
縮
さ
せ
、
心
拍
数
を

増
や
し
、
血
圧
を
上
昇
さ

せ
ま
す
。
強
い
依
存
性
が

あ
り
、
喫
煙
習
慣
を
つ
く

り
ま
す
。

【
タ
ー
ル
】
た
ば
こ
の
粒

子
成
分
の
う
ち
、
水
分
と

ニ
コ
チ
ン
を
除
い
た
も
の

で
す
。
多
く
の
発
が
ん
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
一
酸
化
炭
素
】
血
液
中

の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
強
力

に
結
び
つ
き
、
体
内
の
酸

素
の
運
搬
を
阻
害
し
ま
す
。

全
身
の
細
胞
が
常
に
酸
欠

状
態
に
な
り
、
動
脈
硬
化

が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

本
来
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
は
、

や
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
望
ま
し

い
食
事
方
法
を
い
い
ま
す
。

　

一
生
の
う
ち
約
８
万
７
６

０
０
回
食
べ
る
食
事
は
、
毎

日
の
と
り
方
に
よ
っ
て
私
た

ち
の
健
康
を
つ
く
る
こ
と
も

で
き
ま
す
し
、
病
気
の
原
因

に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

で
は
、
ど
ん
な
食
品
を
ど

の
よ
う
に
食
べ
れ
ば
、
丈
夫

な
体
を
つ
く
り
、
病
気
の
予

防
・
改
善
が
で
き
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
元
気
に

生
活
す
る
た
め
の
コ
ツ
（
食

事
）
を
学
び
ま
す
。
肥
満
な

ど
の
兆
し
が
あ
る
人
だ
け
で

な
く
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
皆
さ

ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
…
９
月　

日
�
、
午

１６

後
１
時
半
〜
４
時
（
午
後
１

時
か
ら
受
け
付
け
）

●
と
こ
ろ
…
う
じ
安
心
館

●
内
容
…
次
の
と
お
り

① 
自
分
の
適
正
食
事
量
を

知
る

② 
塩
分
が
少
な
い
食
事
を

お
い
し
く
食
べ
る
工
夫
を
知

る③ 
健
康
食
を
試
食
す
る

●
講
師
…
健
康
生
き
が
い
課

職
員
（
栄
養
士
・
保
健
師
）

●
定
員
…　

人
３０

●
参
加
費
…
無
料

●
申
し
込
み
…
電
話
で
健
康

生
き
が
い
課
へ
。

　

宇
治
の
田
楽
ま
つ
り
と
し

て
は
、
今
秋
の
公
演
で
７
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
文
化
的
・
歴
史
的
な

観
点
か
ら
も
田
楽
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、 
宇 
治
※

田
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の

企
画
・
運
営
に
よ
る
、「
宇
治

田
楽
市
民
講
座
」
を
行
い
ま

す
。

　

中
世
の
芸
能
に
詳
し
い
山

路
興
造
さ
ん
（
京
都
嵯
峨
芸

術
大
学
客
員
教
授
）
を
講
師

に
迎
え
、「
宇
治
と
田
楽
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
田
楽
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
同
委
員
会
は
、
宇
治
田
楽

ま
つ
り
の
ほ
か
、
地
域
・
学

校
・
福
祉
施
設
や
企
業
な
ど

か
ら
の
公
演
依
頼
に
出
演
す

る
な
ど
、
宇
治
田
楽
の
普
及

に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
と
き
…
９
月　

日
�
、
午

１２

後
１
時
半
〜
３
時
半

▼
と
こ
ろ
…
ゆ
め
り
あ　

う

じ

▼
定
員
…
先
着
１
０
０
人

▼
参
加
費
…
無
料

▼
申
し
込
み
…
は
が
き
・
フ

ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
書
き
、
宇
治
田

楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会
「
宇

治
田
楽
市
民
講
座
」
係
（
〒

６
１
１
�
０
０
４
１
槇
島
町

吹
前　

�
２  brio
      

内
、
�

ブ
リ
オ

５５

／
�　

・
５
５
５
７
、
メ
ー

２２

ル
ア
ド
レ
スdengaku@

w
ao.or.jp

）へ
。
市
所
管
は
文

化
自
治
振
興
課
。

�
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�
�

健
康
の
相
談 
お
気
軽
に

▼
と
き
…
毎
週
金
曜
日
、
午
前
９
時
半
〜
午

後
２
時
半
（
予
約
制
・
1
人
1
時
間
程
度
）

▼
と
こ
ろ
…
う
じ
安
心
館

▼
相
談
内
容
…
◎
保
健
師
や
看
護
師
に
よ
る

健
康
相
談　

◎
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
や

食
事
診
断
。
希
望
に
よ
り
、
体
脂
肪
・
血
圧

測
定
や
尿
検
査
も
行
い
ま
す
。

▼
予
約
…
健
康
生
き
が
い
課
へ
。

健診の結果や食生活ほか、
健康の相談全般にアドバ
イスをします。

毎
週
金
曜
日

成
人
健
康
相
談

文
化
と
歴
史
の
観
点
か
ら

２
・
５
８
７
０
、
�　

・
６

０６

２
２
２
・
５
８
７
１
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス yodogaw

a@
cyg.fuji-ric.co.jp

）
へ
。

　

□問
 

市
河
川
課

計画が完成するまでの流れ

た
ば
こ
の

３
大
有
害
物
質

（３）  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００４年（平成１６年）  ８月２１日発行　第１３９５号

　今年７月、新潟・福島・福井県で大水害
が発生しました。本市でも、改めてこれか
らの川の治水や防災について考えなければ
なりません。もちろん、治水・防災と併せ、
自然環境や景観、利水、維持管理などにつ
いても考えていく必要があります。皆さん
いっしょに考えてみませんか。

宇
治
田
楽
に
親
し
む
講
座

ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
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０
０
人

◆
申
し
込
み
…
９
月
６
日
�

ま
で
（
必
着
）
に
、
往
復
は

が
き
の
往
信
、
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
に
、
①
希
望
コ
ー
ス

（
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
１
通
に
つ
き
１
人

１
コ
ー
ス
に
限
る
）　

②
住

所　

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　市民生活コース
　　　午後１時半～３時半

　文化教養コース
　　　午後１時半～３時半

　宇治学コース
         　   午前１０時～正午

環境問題パートⅡ
～生きることにとって水の
意味～
京都精華大学元教授
　槌田劭さん

１０/ １６
（土）

かおりの生態学
～植物の匂いが仲立ちする生
物の不思議～
京都大学生態学研究センター教授
　高林純示さん

１０ /９
（土）

宇治の不思議物語
～なぜ酒呑童子の首が巨椋
池に？～
説話・伝承学会会員
　山嵜泰正さん

１０ /１６
（土）

犯罪から身を守る
～街頭犯罪・侵入犯罪～
宇治警察署生活安全課
京都府警部補
　村上学さん

１１ / ２０
（土）

邪馬台国の所在地論争

立命館大学名誉教授
　山尾幸久さん

１１ / ６
（土）

宇治の豪族と寺院跡
～久世廃寺は栗隈氏の氏寺
か～
佛教大学講師
　山田良三さん

１１/２０
（土）

ぼけってな～に

幸 ･総合人間研究所
　早川一光さん

１２ /４
（土）

20世紀はどんな時代だったか
～21世紀の課題をさぐる～
京都大学名誉教授
　坂本慶一さん

１２ /１８
（土）

宇治川の治水の歴史
～太閤堤から天ケ瀬ダムへ～
京都大学名誉教授
　芦田和男さん

１２ /１８
（土）

ぼけない方法教えます

幸 ･総合人間研究所
　早川一光さん

Ｈ１７
１ / １５
（土）

ものつくりの魂
～世界初自動改札機の開発秘話～
元オムロン株式会社
　田中寿雄さん

Ｈ１７
１ /２９
（土）

世界文化遺産
～宇治上神社のなぞを読み
解く～
歴史資料館文化財保護係長

Ｈ１７
１ /２２
（土）

　

宇
治
市
民
大
学
は
、
公
募

で
集
ま
っ
た
「
市
民
大
学
運

営
ス
タ
ッ
フ
」
と
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
が
協
働
で
企
画
・

運
営
し
て
い
ま
す
。
後
期
の

講
座
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
で

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
講
師
の
選

定
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
自
ら
が
作
り
上
げ
た

市
民
大
学
で
共
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
・
内
容
…
下
表

の
と
お
り

◆
と
こ
ろ
…
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

◆
対
象
…
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
コ
ー
ス

の
４
回
を
す
べ
て
受

講
で
き
る
人

◆
受
講
料
…
無
料

◆
定
員
…
各
コ
ー
ス
２

　市の外部施設から電話をかけると、発信者番号が非通知
になっているために、どこからかかってきたのか分からず、
ご迷惑をおかけしていました。今回、発信者番号の通知が
できるようになりましたので、その施設の電話番号が家庭
用電話機や携帯電話端末等に通知されるようになります
（ただし、電話を受ける側の家庭用電話機や携帯電話端末
等が発信者番号通知に対応している必要があります）。発
信番号通知を行う施設は、学校、公民館、図書館など、「３９
－○○○○」の電話番号を持つ市の外部施設です。
　８月３１日�まで設定作業を行い、順次、発信者番号通知
を行います。

� ＩＴ推進課

発発信信者者番番号号をを通通知知
学校や公民館など

　

④
年
齢　

⑤
電
話
番
号　

⑥
保
育
（
２
歳
〜
就
学
前
）

の
有
無
（
子
ど
も
の
名
前
・

年
齢
）　

⑦
手
話
・
要
約
筆
記

の
有
無
（
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
つ
人
に
限
る
）
を
書
き
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
〒
６

１
１
�
０
０
２
１
宇
治
琵
琶

　

�　

、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

４５

１４

sim
indaigaku@

city.uji.
kyoto.jp

）
へ
。
往
復
は
が

き
の
場
合
は
返
信
の
表
に
も

住
所
・
氏
名
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
９
月

　

日
�
、
午
後
２
時
か
ら
同

１０セ
ン
タ
ー
で
公
開
抽
選
を
行

い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
…
同
セ
ン
タ

ー
（
�　

・
９
５
０
０
）　　

３９

� 16年度前期分の文化教養コース

催し・お知らせ
■源氏物語ミュージアム連続
　講座「古代のスポーツ」⑤
　�とき…9月16日�、午後2時
～ 3時半�テーマ…狩猟�講師…
立命館大学非常勤講師・高橋明裕
さん�定員…60人（多数の場合は
抽選）�受講料…500円（資料代含
む）　□申 往復はがきに「連続講座第
5回」、住所・氏名・電話番号、返
信用の表にも住所・氏名を書き、
9月 2日�まで（必着）に、源氏物
語ミュージアム（〒611-0021宇
治東内45-26、� 39-9300）へ。

■防災教室「地震に自信を」
　9月 1日の「防災の日」を前に、
「地震災害を最小限に」を合言葉に
訓練と学習を行います。「突然の災
難」に備えるため、奮ってご参加く
ださい。�とき…8月29日�、午
後1時半～4時半�ところ…南宇
治コミュニティセンター。駐車場
はありません�内容…防災の話・
ビデオ、起震車体験、消火器の取
り扱い方、応急処置の仕方などの
講習�参加費…無料。参加者に記
念品を進呈　�同センター（�39-
9185）
■老若男女の「 貯筋 」教室

ちょきん

　トレーニング機器を使ったコー
ス別スポーツ教室です。各教室と

第１３９５号  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００４年（平成１６年）　８月２１日発行（４）

も4回の受講で修了します。また、
2回以上受講するとトレーニング
室使用承認証を発行します。�と
き…①レディース・シェイプアッ
プ教室＝9月 7日～ 28日の火曜、
午前10時～11時　②シニア健康
運動教室＝9月 2日～ 30日の木
曜（ただし23日�を除く）、午後2
時～ 3時　③肩こり・腰痛予防教
室＝9月 3日～ 24日の金曜、午
前10時～11時�ところ…黄檗体
育館�対象…15歳以上（中学生を
除く）�定員…各コースとも先着5
人�受講料…1900円。上靴持参、
運動ができる服装で。　□申 顔写真
（3㌢×2.5㌢）と受講料を持って同
館（� 39-9249）へ。
■地域子育て支援基幹センター
　□問 同センター（� 39-9109）　
　＜ぴよぴよ広場＞�とき… 9月
1日�、午前10時～ 11時半�と
ころ…南部地域子育て支援センタ
ー�対象… 0歳～就学前の子とそ
の親�内容…うた、手遊び、おも
ちゃ遊びなど
　＜たんぽぽ村＞�とき… 9月 2
日�、午前10時～11時半 �とこ
ろ…西部地域子育て支援センター
�対象…1歳以上3歳未満の子と
その親�内容…うた、手遊び、お
もちゃ遊びなど
　＜なかよし広場＞�とき… 9月
2日�、午前10時～ 11時半�と
ころ…東部地域子育て支援センタ
ー�対象… 0歳～就学前の子とそ
の親�内容…うた、手遊び、おも
ちゃ遊びなど 
■こころの健康市民講座「ここ
　ろの薬あれこれ－薬の基礎を
　知って薬と上手につきあう－」
　 痴呆 に効く薬、精神安定剤、う
ち　ほう

つ病に大きな効果がある薬、ここ

ろの健康を回復するための薬の基
礎を学びませんか。�とき… 8月
28日�、午後1時半～3時（午後
1時から受け付け）�ところ…ゆめ
りあ　うじ�講師…村井俊彦さん
（宇治黄檗病院医師）�参加費…無
料　�社会福祉協議会（� 22-565
0、� 22-5654）、洛南共同作業所
（�／� 31-5088）
■普通救命講習会
　人が倒れたとき、あなたにできる
のは通報だけですか。応急手当て
を身につけましょう。�とき…9月
5日�、午後1時半～4時半�とこ
ろ…東消防署�内容…応急手当て
の講義、人工呼吸・心臓マッサー
ジ・止血の実技�定員…先着30人
�受講料…無料　□申 8月 31日�
までに東消防署（� 39-9415）へ。
■ボランティアスタッフに
　よるボランティア相談
　ボランティア活動を始めたい人
やボランティア活動をしている人
のさまざまな悩みをご相談くださ
い。�とき…8月28日�、午前10
時～午後5時�ところ…総合福祉
会館（当日の相談時間帯だけの専
用電話23-0857）　�宇治ボラン
ティア活動センター（社会福祉協
議会内� 22-5650、� 22-5654）

官公署・その他
■城南地域職業訓練センター
　�講座名・日程・定員・受講料

■裁判員制度を知っていますか
　今年5月に「裁判員の参加する
刑事裁判に関する法律」が成立し、
公布の日（5月28日）から5年以内
に裁判員制度が行われます。この
制度は、皆さんに裁判員として刑
事裁判に参加してもらい、被告人
が有罪かどうか、有罪の場合どの
ような刑にするかを裁判官といっ
しょに決めてもらう制度です。裁
判が身近で分かりやすくなり、司
法への信頼が増すものと期待され
ています。このような制度は、ア
メリカ、イギリス、フランス、ドイツ、
イタリアなどでも行われています。
詳しくは、裁判所ホームページ 
http://www.courts.go.jp/ をご覧
ください。　�京都地方裁判所事
務総局総務課（�075-211-4111）
■自衛官等の募集
　□申 宇治募集事務所（�44-7139）

…下表のとおり　□申 ①は 8月 23
日�、②～⑤は8月28日�から受
講料を添えて同センター (� 46-
0688) へ。

■城南勤労者福祉会館
　□申 同館（� 46-0688）へ。ただし、
京のさば寿司料理教室は、8月 26
日�から受け付け。
　＜親子体操教室＞�とき… 9月
7日～ 10月 5日の火曜、午前10
時～ 11時半。5回�定員…先着
25組�受講料…3000円�対象…
来年4月に幼稚園へ入園予定の子
とその親�内容…親子がいっしょ
に体を動かし体力づくりをする。
　＜京のさば寿司料理教室＞�と
き… 9月 25日�、午後2時～ 4
時。1回�定員…先着28人�受講
料…2500円

受付資格募集種目

9/6�～

9/8�

高 卒（見 込 み 含
む）で 21歳 未満
の人 (要高等学校
長の推薦等）

推
薦

防衛大
学校学
 生

9/10
�～

10/1
�

高 卒（見 込 み 含
む）で 21歳 未満
の人 (自衛官は
23歳未満）

一
般

高卒（見込み含む）
で21歳未満の人

防衛医科大
学校学生

高卒（見込み含む）
で24歳未満の人看護学生

年間を
通じて

18歳以上 27歳
未満の人

男
子

2等陸・
海・空士

定員・
受講料日程講座名

先着
12人
1 万
4000円

9/29 ～ 10/12
の月・火・水・ 
 金曜。6回
9:30～15:30

①
はじめて
のワード
活　　用

先着
20人
（14人）
1 万
4000円

10/2 ～ 11/6
  の土曜。6回
 9:30～12:00

②
ワード
中　級

10/2 ～ 11/6
  の土曜。6回
13:00～15:30

③
エクセル
初　　級

10/3 ～ 11/7
  の日曜。6回
 9:30～12:00

④
インターネ
ット＆ウィ
 ンドウズ

10/3 ～ 11/7
  の日曜。6回
13:00～15:30

⑤
ワード
初　級
＊（  ）内は、内中小企業の従業員枠
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と　き　9月4日（土）
　　　　午後1時～3時半
ところ　文化センター小ホール
　　　　　入場無料
内　容　ミュージックパネルシ 
　　　　アター・人形劇・ジャ
　　　　グリングなど
対　象　幼児・小学生
　　　　　（保護者同伴可）
   □問 中央公民館（� 39-9258）

人形劇フェスティバル


